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表１　一般会計の決算状況

歳　　　　出歳　　　　入

差し引き額

(B)－(C)

執行率

(C)／(A)

予算額との
比　　　較
(C)－(A)

決　算　額

(C)

執行率

(B)／(A)

予算額との
比　　　較
(B)－(A)

決　算　額

(B)

歳入歳出
予 算 額
(A)

１億

９，２１３万３千円

％

９３．３

△４億

２，０７３万３千円

５８億

６，１４４万５千円

％

９６．４

△２億

２，８６０万円

６０億

５，３５７万８千円

６２億

８，２１７万８千円

表２　各特別会計の決算状況

歳入に含む一般会
計からの繰入金額

差し引き額
(A)－(B)

歳出決算額
(B)

歳入決算額
(A)

会 計 区 分

１億９，２４０万６千円０円２億９，４９７万３千円２億９，４９７万３千円市営公共下水道特別会計

２，１６０万２千円０円２，５６５万２千円２，５６５万２千円市営神威岳観光特別会計

４，６９４万５千円２７６万５千円２億３０２万２千円２億５７８万７千円国民健康保険特別会計

３，１０４万５千円 ５万６千円８，１２８万３千円８，１３３万９千円後期高齢者医療特別会計

２億９，１９９万８千円２８２万１千円６億４９３万円６億７７５万１千円合　　　　　計

各
会
計
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
の
平
成
　
年
度
決
算
は
表
１

２９

の
と
お
り
、
歳
入
が
　
億
５
，３
５
７
万
８

６０

千
円
、
歳
出
が
　
億
６
，１
４
４
万
５
千
円

５８

で
、
差
し
引
き
１
億
９
，２
１
３
万
３
千
円

を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、
歳
入

で
約
　
億
８
，３
０
０
万
円
（
　
・
６
％
）

１３

２９

の
増
加
、
歳
出
で
は
約
　
億
１
，７
０
０
万

１３

円
（
　
・
０
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

２９

　
ま
た
、
４
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
総
額

は
表
２
の
と
お
り
、
歳
入
が
６
億
７
７
５

万
１
千
円
、
歳
出
が
６
億
４
９
３
万
円
で
、

差
し
引
き
２
８
２
万
１
千
円
を
翌
年
度
に

繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、
歳
入

は
、
約
１
億
７
，５
０
０
万
円
（
　
・
４
％
）

２２

の
減
少
、
歳
出
は
、
約
１
億
３
，７
０
０
万

円
（
　
・
５
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

１８

　
会
計
別
の
収
支
で
は
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
２
７
６
万
５
千
円
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
は
５
万
６
千
円
を
翌
年

度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の

会
計
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り

収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
概
要

　
市
の
財
政
運
営
の
中
心
で
、
基
本
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
一
般
会
計

歌志内市各会歌志内市各会計計
昨年１２月に開催された第４回定例市議会において、平成２９年度歌志内市各会計決算が認定　昨年１２月に開催された第４回定例市議会において、平成２９年度歌志内市各会計決算が認定ささ

れましたので、その概要をお知らせしますれましたので、その概要をお知らせします。。

平成２９年度の決算については、子どもを産み育てやすい環境の整備、魅力ある産業づくり　平成２９年度の決算については、子どもを産み育てやすい環境の整備、魅力ある産業づくりとと

地域振興並びに住民生活の安全確保と住民福祉の充実を基本としながら、身の丈にあった健地域振興並びに住民生活の安全確保と住民福祉の充実を基本としながら、身の丈にあった健全全

な財政運営を推進することを念頭に、限られた財源、財産を効果的に活用し、適切な事業のな財政運営を推進することを念頭に、限られた財源、財産を効果的に活用し、適切な事業の実実

施に努めました。また、長期的視野に立ち計画的な財政運営を目指すため、新たに公共施設施に努めました。また、長期的視野に立ち計画的な財政運営を目指すため、新たに公共施設等等

整備基金を設置し財政調整基金より１７億円の振替を行いました整備基金を設置し財政調整基金より１７億円の振替を行いました。。

平成２９年平成２９年度度平成２９年平成２９年度度
歌志内市各会歌志内市各会計計 決算報決算報告告決算報決算報告告
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の
決
算
概
要
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
歳
入
は
、
市
税
な
ど
自
ら
調
達
で

き
る
「
自
主
財
源
」
と
、
国
や
道
か
ら
入

る
お
金
や
借
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
の

２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源
に
乏

し
い
本
市
で
は
、
歳
入
の
大
半
を
依
存
財

源
に
頼
っ
て
お
り
、
中
で
も
そ
の
多
く
を

占
め
る
地
方
交
付
税
に
よ
っ
て
本
市
の
財

政
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
地
方
交
付
税
は
、
普
通

２９

交
付
税
で
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１
億

３
，５
８
５
万
６
千
円
（
６
・
８
％
）
の
減

少
、
特
別
交
付
税
は
２
，４
２
９
万
３
千
円

（
３
・
６
％
）
の
減
少
と
な
り
、
全
体
で

１
億
６
，０
１
４
万
９
千
円
（
６
・
０
％
）

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税

は
２
億
３
４
５
万
３
千
円
で
、
前
年
度
よ

り
１
，２
７
９
万
１
千
円
（
５
・
９
％
）
減

少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
法
人
市
民
税

の
申
告
額
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
徴
収
率
は
　
・
７
％
で
０
・
３
ポ
イ
ン

９３

ト
上
回
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
負
担

額
は
、
前
年
度
よ
り
１
，６
７
９
円
減
少
し
、

６
万
３
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
歳
出
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
上
記
の
歳
出
決
算
の
グ
ラ
フ
は
、
市
が

使
っ
た
お
金
に
つ
い
て
経
済
的
性
質
を
基

準
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

平成２９年度一般会計歳入・歳出決算の内訳
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「
義
務
的
経
費
」
は
、
職
員
給
与
や
借
金

の
返
済
な
ど
、
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
で
、「
投
資
的
経
費
」
は
、
施

設
や
道
路
建
設
な
ど
行
政
水
準
の
向
上
に

直
接
か
か
わ
る
経
費
で
す
。

　
ま
た
、「
そ
の
他
の
経
費
」
は
、
義
務
的

経
費
や
投
資
的
経
費
に
含
ま
れ
な
い
物
件

費
や
補
助
費
な
ど
の
経
費
で
す
。
一
般
的

に
、
義
務
的
経
費
の
割
合
が
低
く
投
資
的

経
費
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
に
余
裕

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
決
算
で
は
、
そ
の
他
の
経

２９

費
が
　
億
５
，６
７
２
万
６
千
円
（
構
成
比

３３

　
・
３
％
）
、
次
い
で
義
務
的
経
費
が
　
億

５７

２０

７
，７
８
０
万
８
千
円
（
同
　
・
４
％
）
と
、

３５

こ
れ
ら
の
経
費
が
歳
出
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
前
年
度
に

比
べ
７
，５
５
４
万
９
千
円
減
少
し
て
４
億

２
，６
９
１
万
１
千
円
、
全
体
の
７
・
３
％

と
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
等
整
備
基
金
へ
の
積
立
分
を

除
く
と
、
依
然
と
し
て
義
務
的
経
費
の
割

合
が
高
く
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
示
さ

れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
行
政
の
仕
事
内
容
ご
と
に
大

き
く
分
類
し
た
目
的
別
の
経
費
を
見
て
み

ま
す
。

　
最
も
多
い
の
は
総
務
費
で
、
一
般
的
な

管
理
経
費
な
ど
、
全
体
の
　
・
０
％
に
あ

３３

た
る
約
　
億
３
，４
０
０
万
円
を
支
出
し
ま

１９

食　費 ７９，０００円
（人件費）

給　料 １７，０００円
（市　税）

家族の医療費 ５３，０００円
（生活保護費などの扶助費）

パート収入 １８，０００円
（使用料及び手数料）

光熱水費などの雑費 ４９，０００円
（物件費）

親からの仕送り ２６５，０００円
（地方交付税、国・道支出金など）

保険料・町内会費 ３４，０００円
（補助費等）

預金からの引き出し １４５，０００円
（繰入金）

修繕料 ５，０００円
（維持補修費）

ローンの借り入れ ２８，０００円
（市　債）

ローンの返済 ４２，０００円
（公債費）

雑収入 ２１，０００円
（諸収入など）

子どもへの仕送り ４１，０００円
（繰出金）

前月からの繰り越し １０，０００円
（繰越金）

家の増改築費 ３５，０００円
（普通建設事業費）

貯　金 １４８，０００円
（積立金、投資・出資金など）

親類や友人への援助 ２，０００円
（貸付金）

１か月の支出合計 ４８８，０００円１か月の収入合計 ５０４，０００円

　一般会計の決算をわかりやすくお知らせするため、家計簿にたとえてみ

ました。

　家計を支えているのは「親からの仕送り」です。家族で働いて得た収入は、

約１割しかありません。前月より食費やローンの返済、光熱水費が増えた

ものの、保険料や子どもへの仕送りなどを節約し、今後の生活費を調整す

ることができました。

　しかし、収入の柱となっている親からの仕送りは、前月よりも減少して

いるため、これからも計画的に生活費を見直して、収入に見合った生活を

しなくてはなりません。

※歌志内市の平成２９年度一般会計決算を、
１か月の家計簿をイメージして作成しま
した。金額は千分の1に置き換え、１２か
月で割っています。

※平成２８年度決算では、収入３８９，０００円、支出３７９，０００円でした。

収入５０４，０００円－支出４８８，０００円・・・１６，０００円の黒字
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し
た
。

　
次
に
支
出
が
多
か
っ
た
の
は
民
生
費
で

老
人
福
祉
や
生
活
保
護
経
費
等
に
全
体
の

　
・
９
％
に
あ
た
る
約
　
億
６
，６
０
０
万

１９

１１

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
職
員
費
は
、
特
別
職
と
一
般
職
員
の
給

与
や
医
療
保
険
な
ど
の
共
済
費
と
し
て
、

約
８
億
４
，９
０
０
万
円
、
全
体
の
　
・
５

１４

％
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
員
報
酬
や
各
種
委
員
等
の
報

酬
等
は
各
歳
出
項
目
に
区
分
さ
れ
る
た
め
、

性
質
別
分
類
で
の
人
件
費
の
総
額
と
金
額

は
異
な
り
ま
す
。

　
道
路
や
市
営
住
宅
の
管
理
経
費
な
ど
を

支
出
す
る
土
木
費
は
約
５
億
６
，１
０
０
万

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
市
債
の
償
還
金
と
し
て
約

４
億
９
，９
０
０
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
各
種
保
健
予
防
事
業
や
ご
み
処
理
事
業

な
ど
を
支
出
す
る
衛
生
費
は
、
約
４
億
６

０
０
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。
以
下
、
教

育
費
、
商
工
費
、
議
会
費
、
農
林
費
、
消

防
費
、
災
害
復
旧
費
、
労
働
費
の
順
に
支

出
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

前年度との比較決　算　額項　　目

１４億６,０９１万５千円１９億３,４０３万円総 務 費

△１,１７０万４千円１１億６,５９５万５千円民 生 費

４６８万９千円８億４,９３８万３千円職 員 費

△７,７８１万３千円５億６,１２９万８千円土 木 費

３,２６３万９千円４億９,９２１万５千円公 債 費

△３,１２３万６千円４億６０１万２千円衛 生 費

４５０万８千円１億７,８４２万円教 育 費

２６万５千円１億２,１１４万９千円商 工 費

１８８万３千円４,８３１万８千円議 会 費

△５,１９６万１千円４,２０１万２千円農 林 費

４０８万３千円３,９０８万５千円消 防 費

△１,７９２万４千円１,４８４万２千円災 害 復 旧 費

１８万７千円１７２万６千円労 働 費

△１３６万６千円０円諸 支 出 金

１３億１,７１６万５千円５８億６,１４４万５千円合　　計

目的別にみる一般会計決算額

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

市民１人当たりの決算額　※平成３０年３月末現在の住民基本台帳人口３，３７４人で算出

一般事務経費や財産管理
などに使わ
れたお金

総務費

５７３，２１６円

教育施設の管理運営、社
会教育事業の運営などに
使われた
お金

教育費

５２，８８１円

議員報酬や議会運営に使
われたお金

議会費

１４，３２１円

合計

１，７３７，２３９円

消防費　 １１，５８４円
災害復旧費　４，３９９円
労働費　
　５１１円

その他

１６，４９４円

各種保健予防事業、ごみ
処理事業な
どに使われ
たお金

衛生費

１２０，３３５円

公債費

１４７，９５９円

市の借金（市債）の返済
に使われた
お金

商工業者の振興対策、観
光事業推進
などに使わ
れたお金

商工費

３５，９０７円

ぶどう試験栽培や治山事
業などに使われたお金

農林費

１２，４５２円

民生費

３４５，５７０円

医療費や介護保険事業、
福祉行政全般に
使われたお金

職員の給与、医療保険な
どの共済費
に使われた
お金

職員費

２５１，７４４円

市道整備や除排雪、市営
住宅の管理経費などに使
われたお金

土木費

１６６，３６０円
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人口１人当
たり現在高

年度末
の人口

全 会 計 市 債
年度末現在高

年　度

１６９万５千円３,９８１人６７億４,８６２万９千円平成２５年度

１６５万６千円３,７８３人６２億６,５６５万３千円平成２６年度

１６４万１千円３,６２７人５９億５,２０４万９千円平成２７年度

１６４万８千円３,４８９人５７億５,０９１万２千円平成２８年度

１６０万８千円３,３７４人５４億２,５０６万９千円平成２９年度

全会計の市債現在高

９
１
万
５
千
円
の
減
少
、
総
支
出
額
は
２
，

９
９
３
万
１
千
円
で
、
建
設
改
良
費
の
減

少
な
ど
に
よ
り
前
年
度
か
ら
３
，４
５
０
万

円
減
少
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
支
出
額
に
対
し
て
総
収
入
額

の
不
足
す
る
額
９
１
７
万
３
千
円
に
つ
い

て
は
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
に
よ

り
補
て
ん
を
行
い
ま
し
た
。

■
市
営
公
共
下
水
道
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
・
歳
出
と
も
２
億
９
，４

９
７
万
３
千
円
で
す
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
・
歳
出

と
も
約
２
，３
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
主
に
公
債
費
の
市
債
償

還
金
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
市
営
神
威
岳
観
光
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
・
歳
出
と
も
２
，５
６
５

万
２
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
歳
入
・

歳
出
と
も
約
　
万
円
増
加
し
ま
し
た
が
、

９０

こ
れ
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
機
器
の
更

新
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
が
２
億
５
７
８
万
７
千

円
、
歳
出
が
２
億
３
０
２
万
２
千
円
で
、

差
し
引
き
２
７
６
万
５
千
円
を
翌
年
度
に

繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
は
約

１
億
５
，８
０
０
万
円
、
歳
出
で
は
約
１
億

２
，０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
主
な
要
因
は
、
基
金
積
立
金
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
が
８
，１
３
３
万
９
千
円
、

歳
出
が
８
，１
２
８
万
３
千
円
で
、
差
し
引

き
５
万
６
千
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま

し
た
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
・

歳
出
と
も
約
４
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

▼
患
者
数
の
状
況

　
年
間
延
べ
患
者
数
は
、
入
院
が
１
万
９
，

８
０
４
人
で
前
年
度
よ
り
２
，２
７
４
人
の
増

加
、
外
来
は
１
万
３
，８
０
７
人
で
前
年
度

よ
り
３
９
２
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

▼
経
営
の
状
況

　
総
収
益
は
６
億
８
７
４
万
円
で
前
年
度

よ
り
１
，５
６
０
万
９
千
円
の
増
加
、
総
費

用
は
５
億
７
，５
２
９
万
７
千
円
で
前
年
度

よ
り
９
１
３
万
９
千
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
患
者
動
向
に
よ

２９

る
収
入
状
況
で
は
、
入
院
収
益
は
入
院
患

者
数
の
増
加
に
よ
り
３
，４
６
５
万
２
千
円

の
増
収
、
外
来
収
益
は
外
来
患
者
数
は
減

少
と
な
っ
た
も
の
の
単
価
費
用
の
増
に
よ

り
４
１
０
万
７
千
円
の
増
収
と
な
り
医
業

収
益
全
体
で
約
４
，０
９
２
万
６
千
円
、
前

年
度
実
績
を
上
回
り
、
一
般
会
計
繰
入
金

を
含
む
収
益
的
収
入
が
増
収
と
な
り
ま
し

た
。

　
結
果
と
し
て
、
消
費
税
を
除
い
た
単
年

度
収
支
で
２
，９
０
３
万
２
千
円
の
純
利
益

が
生
じ
、
累
積
欠
損
金
は
８
億
１
，０
８
８

万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
に
お
け
る
総
収
入
額
は
２
，

０
７
５
万
８
千
円
で
、
前
年
度
か
ら
３
，２

病
院
事
業
会
計
決
算
の
概
要

特
別
会
計
決
算
の
概
要

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

●●●平成２９年度各会計決算報告●●●

病院事業会計の決算状況 ※消費税含む

９０５万８千円建設改良費６４０万円企業債

２，０８７万３千円企業債償還金１，３０２万９千円出資金

１３２万９千円他会計繰入金

２，９９３万１千円合　計２，０７５万８千円合　計

〈収　入〉 〈支　出〉資本的収支

５億６，８９６万８千円医業費用４億１，５１４万４千円医業収益

６３２万９千円医業外費用１億９，３５９万６千円医業外収益

５億７，５２９万７千円合　計６億８７４万円合　計

〈収　入〉 〈支　出〉収益的収支



77 平成３１年２月号

　
４
月
に
実
施
さ
れ
る
統
一
地
方

選
挙
の
日
程
が
決
定
し
、
次
の
表

の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
歌
志
内
市
議
会
議

員
選
挙
の
立
候
補
手
続
き
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
、
次
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
、
届
け
出
方
法
や
注
意

事
項
を
お
伝
え
す
る
ほ
か
、
届
け

出
に
必
要
な
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
立
候
補
を
予
定
し
て
い

る
関
係
者
の
方
は
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
（
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ

き
３
名
以
内
の
出
席
で
お
願
い
し

ま
す
）
。

▼
と
　
き
　

　
２
月
　
日
（
月
）　

時

１８

１４

▼
と
こ
ろ
　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

▼
参
加
範
囲
　

　
市
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定

者
及
び
そ
の
関
係
者

※
く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
（
緯
４
２
～
３
２
１
２
）
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

選挙日告示日選挙種別

 ４月７日
（日）

 ３月２１日
（木）

知 事

 ３月２９日
（金）

道 議 会
議 員

 ４月２１日
（日）

 ４月１４日
（日）

市 議 会
議 員

■地方選挙日程▼
後
援
団
体
に
対
す
る
寄
附
の
禁

止
（
市
議
会
議
員
選
挙
の
場

合
）

　
平
成
　
年
１
月
　
日
か
ら
４
月

３１

２１

　
日
ま
で
の
間
、
公
職
の
候
補
者

２１ま
た
は
公
職
の
候
補
者
に
な
ろ
う

と
す
る
者
（
公
職
に
あ
る
者
を
含

む
）
は
、
自
分
の
後
援
団
体
に
対

し
て
も
寄
附
す
る
こ
と
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
直
接
請
求
の
署
名
収
集
の
禁
止

　
平
成
　
年
２
月
６
日
か
ら
４
月

３１

　
日
ま
で
の
間
、
本
市
の
区
域
内

２１に
お
い
て
、
直
接
請
求
の
た
め
の

署
名
の
収
集
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

禁
止
期
間
に
ご
注
意

禁
止
期
間
に
ご
注
意
をを

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

投票所が一部変わりま投票所が一部変わりますす

変更対象地区変　更　す　る　投　票　所投票区

　神威美山町、中村市街・日の出

　・宮下町・中央団地

　（旧）歌志内幼稚園
　　　　　　　革
　（新）中村地区集会所

第５投票区

　文珠第一・第二・新泉町・しら

　かば団地

　（旧）文珠第二町内会館
　　　　　　　革
　（新）社会福祉協議会（旧自動車学校）

第６投票区

　次回の選挙から、投票所の一部が変更となりますのでお知らせします次回の選挙から、投票所の一部が変更となりますのでお知らせします。。

〈選挙管理委〈選挙管理委員員会（会（緯緯４２～３２１２）４２～３２１２）〉〉

　第５投票区については歌志内幼稚園が閉園したこと、第６投票区については改修により新しい施設

を利用できるようになったことから、対象地域の皆さんからご理解をいただき、下表のとおり投票所

の一部を変更します。

　選挙が行われる前にお送りする「投票所入場券」には新しい投票所名を記載しますので、変更対象

地区にお住まいの皆さんは、投票所をお間違えにならないようご注意願います。

■変更する投票所

■変更する投票所と対象地区

  魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚

全全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ムム

全
国
一
斉
試
験
放

全
国
一
斉
試
験
放
送送

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
り
国

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た

め
の
試
験
放
送
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

■
放
送
及
び
メ
ー
ル
配
信
日
時

▼
日
　
時
　
２
月
　
日
（
水
）　

２０

１１

時
ご
ろ

▼
消
防
の
放
送
　
市
内
各
所
に
設

置
し
て
あ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

次
の
内
容
を
放
送
し
ま
す
。

▽
放
送
内
容
　
「
こ
ち
ら
は
歌
志

内
市
役
所
で
す
。
こ
れ
は
、
試

験
放
送
で
す
。
全
国
瞬
時
警
報

シ

ス

テ

ム

の

試

験

放

送

で

す
。
」
※
繰
り
返
し

▼
登
録
制
メ
ー
ル
　
「
防
災
情

報
」
の
配
信
登
録
者
に
訓
練
メ

ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

▽
配
信
文
　
「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ

ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

※
２
月
　
日
に
、
訓
練
周
知
の
メ

１９

ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
３
階
緯
４
２
～
３
２

１
２
）


